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平成 28 年度国指定谷津鳥獣保護区保全事業検討会 配布資料 

平成 28 年度モニタリング結果について 

1. 水鳥の採餌環境 

1.1 干潟内の底質底生生物調査 

1) 底質調査結果 

・粒度組成は、6 年間で顕著な変化はみられていない。 

・強熱減量については、年毎の変化があまりみられなかった。 

・全硫化物量は、他の項目と比較して年毎の変化がやや大きく、 

平成 24 年は全体的に低く、平成 26 年は全体的に高かった。 

 

調査 

時期 
粒度組成 強熱減量 全硫化物 

H23 

秋季 

9 月 

   

H24 

秋季 

9 月 

   

H25 

秋季 

9 月 

   

H26 

秋季 

9 月 

   

H27 

秋季 

9 月 

   

H28 

秋季 

9 月 

   

 
図 1-1 底質調査結果 

 

 

2) 底生生物調査結果 

・平成 28 年は、種類数および個体数をみると過去調査に比べて 

やや多かった。 

・湿重量でみると、平成 28 年は昨年と同程度で平均的な値であったが 

これらはホンビノスガイが多くを占めているため、例年ホンビノスガイが 

多い St.9 で多くなる傾向があった。 

 

調査 

時期 
種類数 個体数 湿重量 

H23 

秋季 

9 月 

   

H24 

秋季 

9 月 

   

H25 

秋季 

9 月 

   

H26 

秋季 

9 月 

   

H27 

秋季 

9 月 

   

H28 

秋季 

9 月 

   

 
図 1-2 底生生物調査結果 
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3) ゴカイ類の変化 

・種類数は、過年度からの推移をみると B2、B7、B9 で多い傾向が 

みられ、平成 28 年はとくに B9 で多かった。 

・個体数と湿重量は、平成 23 年～25 年までは B7 や B9 で比較的 

多かったが、平成 26 年は B3 や B6 で多く、平成 27 年は全地点で 

非常に少なかった。平成 28 年は B9 のみで多かった。 

・個体数をみると、過去 6 年間では平成 26 年の Capitella sp.(イトゴカイ科) 

が多かった年を除くと、やや減少傾向にある。 

 

調査 

時期 
種類数 個体数 湿重量 

H23 

秋季 

9 月 

   

H24 

秋季 

9 月 

   

H25 

秋季 

9 月 

   

H26 

秋季 

9 月 

   

H27 

秋季 

9 月 

   

H28 

秋季 

9 月 

   

 
図 1-3 ゴカイ類（環形動物）の過去 6 年間の変化 

 

4) 優占種の変化 

・過去 6 年間で、ホソウミニナがほとんどの地点で優占種になって 

いる点は変化がない。 

・ゴカイ類に着目すると、平成 23 年～25 年に個体数、湿重量が 

多かった B7、B9 でアシナガゴカイが優占種になっていたが、 

平成 26 年以降はアシナガゴカイの個体数が減少し、優占種となる 

地点も少なかった。平成 28 年もアシナガゴカイは確認されているが、 

優占種としては名前が挙がらなかった。 

表 1-1 底生生物の地点別優占種と個体数 
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B2 B3 B5 B6 B7 B9

Batillaria  sp. ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ
26 3 117 35 153 351

ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
13 3 29 3 49 291

Capitella sp. ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ｺｹｺﾞｶｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾊｴ目
6 3 12 2 6 44

Capitella sp.
2

Batillaria  sp. Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ
50 45 112 50 94 97

ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. Batillaria  sp. ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ﾎｿｳﾐﾆﾅ
25 28 14 9 66 39

ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｼｵﾕｽﾘｶ
21 14

Corophiinae
18

ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｼｵﾕｽﾘｶ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ
121 53 105 182 106 179

Batillaria  sp. Batillaria  sp. Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
52 34 16 67 31 171

ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ
19 121

Batillaria  sp. Capitella sp. Batillaria  sp. Capitella sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ
208 231 122 105 90 32

ｼｵﾕｽﾘｶ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ
43 80 91 30

ｼｵﾕｽﾘｶ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
47 12

Batillaria  sp.
45

ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
55 17 64 52 42 53

ｼｵﾕｽﾘｶ Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ ﾎｿｳﾐﾆﾅ
9 22 31 6 43

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
24

ｱｼﾅｶﾞｺﾞｶｲ
22

Batillaria  sp. Batillaria  sp. Batillaria  sp. Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
239 299 560 40 42 313

ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria  sp. ﾎｿｳﾐﾆﾅ
41 172 7 36 95

＊調査方法：直径10cmのコアで深さ20cmまでを3本採集して混合し、1mm目の篩でふるい1試料とした。

　各地点でこれらの作業を3箇所で行った。地点ごとの値は、各地点3箇所の分析値を合計した。

＊Batillaria  sp.は、小型のため種まで同定されていないが、確認状況からホソウミニナの小型個体（幼体）である

　可能性が高い。

＊個体数の上位5位以内かつ合計個体数の10%以上を占める種を優占種とし、季節毎の優占種を色分け

　で示した。単位は/0.071㎡。
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■環形動物門 ---平均値 
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地点図 
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5) 保全目標との比較 

・保全目標であるゴカイ類の平均湿重量についてみると、 

平成 28 年は 13.2g/㎡であり、目標値の 12.7 g/㎡を上回った。 

・ゴカイ類の湿重量と全硫化物量の関係をみると、両者は相反する 

傾向がみられており、平成 24 年は全硫化物量が少なく、ゴカイ類の 

湿重量が多かった。 

・平成 23 年以降の青潮の発生状況をみると、各年の調査実施前の青潮発生日数（合計）は、平成 24 年に少なく

平成 23 年、26 年、27 年に多かった。青潮の発生日数とゴカイの湿重量とに相反する関係がみられたことから、

青潮の発生は、ゴカイの生息量に影響を及ぼす一要因になっていると考えられる。（平成 28 年分は未更新、青

潮は少なかった様子） 

 
図 1-4 ゴカイ類の湿重量の推移 

 

表 1-2 各年の青潮の発生状況 

 

1.2 水鳥類の種類、個体数 

谷津干潟のシギ・チドリ類（合計）の個体数をみると（図 1-5）、平成 2 年以降変動しながらも減少し

ている。谷津干潟では、ハマシギが非常に多く確認されるが、そのハマシギを除くシギ類の個体数は平成

2年以降横はいで推移しており、シギ類の個体数の減少は主にハマシギの減少による。チドリ類の個体数

は、平成 8年頃まで顕著に減少した後はほぼ横ばいで推移している。 

また、近傍の三番瀬や葛西臨海公園のシギ・チドリ類の飛来状況と比較すると（図 1-6）、種類数、個

体数ともに年変動はあるものの、干潟間での連動した変動や一定の変化傾向はみられず、平成 16 年以降

は概ね横ばいで推移している。 

 

 
出典：谷津鳥獣保護区鳥獣調査票の集計値より作成。 

図 1-5 谷津干潟のシギ・チドリ類の個体数推移 

 

 

 
出典：モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査の各種の冬季最大値を集計した。 

図 1-6 谷津干潟及び周辺干潟のシギ・チドリ類の種類数、個体数 
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1.3 谷津干潟のライブカメラを利用したアオサの生育状況モニタリング 

谷津干潟自然観察センター屋上に設置されたライブカメラを用いたアオサの分布状況確認結果

をページ下の写真に、それらの情報から整理した谷津干潟におけるアオサの繁茂状況の推移を図 

1-8 に、気象庁船橋観測所の平成 27年 7月の気象状況を表 1-3に示す。 

干潟内のアオサは、過去 3年間の調査結果においては、年によって多少ずれはあるものの概ね 5

月から 9月上旬にかけてと 10月下旬から 12月上旬にかけての 2回の繁茂期があることが分かった。 

ただし平成 28年度は通年にわたり干潟がアオサに覆われていた。例年衰退期となっている 9月

下旬及び 10 月上旬の気象状況は、平年に比べて曇りが多かったが（降水量少、日照時間少）、アオ

サの枯死と気象状況との関連性は現時点では不明である（表 1-3）。 

 

  

図 1-7  谷津干潟自然観察センター屋上部に設置されたライブカメラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（表中の凡例）ライブカメラ画像による判読  

「多」：干潟の広い範囲がアオサに覆われている（おおよそ干潟の半分以上）。 「少」：アオサに覆われているのは干潟の半分以下。 空欄：調査なし。 

図 1-8  ライブカメラ画像からみた 4 年間のアオサの繁茂状況 

 

表 1-3  気象庁船橋観測所の 9 月下旬及び 10 月上旬の気象状況 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

船橋観測所

平成28年 平年値 平年差 平成28年 平年値 平年差

9月 下旬 22 .9 20.7 +2.2℃ 26 .1 24.8 +1.3℃

10月 上旬 22 .1 19.3 +2.8℃ 26 .0 23.2 +2.8℃

船橋観測所

平成28年 平年値 平年差 平成28年 平年値 平年差

9月 下旬 54 .5 71.7 -17mm 13.6 43.1 -30ｈ

10月 上旬 47 .0 109.6 -63mm 34.4 39.1 -5ｈ

※平年値は、平成11年～22年の旬ごとの平均値を示す。

平均気温（℃） 最高気温（℃）

降水量(mm) 日照時間（h）

H28/06/18 H27/06/30 

H28/08/01 H27/07/30 

H27/10/07 H28/10/07 

ライブカメラの画像（平成 27 年および平成 28 年の 6 月～10 月） 

カメラ設置箇所 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

平成25年度 多 多 少 多 多 少 少 少 少

平成26年度 多 多 多 多 少 多 少 少 少

平成27年度 多 少 少 少 少 多 多 多 少 多 多

平成28年度 多 多 多 多 多 多 多 多

アオサ

繁茂時期

10月 11月 12月 1月 2月 3月5月 6月 7月 8月 9月

アオサ繁茂期 アオサ繁茂期衰退期 衰退期

屋上の室内に設置さ

れているライブカメラ 
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2. 地域住民の生活環境 

2.1 大気中の硫化水素濃度の連続観測 

保全事業の取り組みでは、アオサの悪臭の程度を把握するために、アオサの腐敗時に発生し測定が可

能な硫化水素を指標として、大気中の連続観測を実施している。 

今年度も、昨年度までに引き続き同地点（図 3-1）で観測を行った。 

 

図 3-1 調査地点 

 

今年度は、昨年度と比べると夏季のアオサが多かった分、干潟内、遊歩道横のいずれの地点も硫化水素濃度

が高かった。また人が感じる 0.5ppm を上回る頻度は 23 日で昨年（21 日）よりもやや多かった。干潟北部に、アオ

サ吹き寄せ対策で設置した竹杭が、腐食して流出している箇所も見受けられるため、定期的なメンテナンスも必

要と考えられる。 

 

 

 

 
図 3-2 硫化水素濃度（日最大値）の観測値 

2.2 保全目標の評価 

谷津干潟保全推進計画書には、地域住民の生活環境に係る保全目標として、表 3-1 に示す 2 つの指標につ

いてそれぞれ設定している。 

今年度は、硫化水素濃度が 0.5ppm を超えた日数は、目標値の 26 日に対して 23 日であり、目標値を達成して

いた。また住民参加モニタリングによる「くさい」もしくは「かなりくさい」の投稿数は 155 件のうち 1 件（0.6%）であり、

目標を達成していた。 

表 3-1 保全目標と今年度の調査結果 

指標 保全目標 平成 28 年度結果 

硫化水素濃度の連続観測値が 

0.5ppm を超過した日数 

(バラ園南東側・アオサの腐敗日数) 

26 日以下 
23 日 

（平成 28 年 4～12 月時点） 

住民参加モニタリング投稿の 

「くさい」「かなりくさい」の割合 
投稿件数の１% 

0.6％ 

（1 件/155 件） 

※保全目標値は、平成 26 年 5 月～8 月の結果をもとに、谷津干潟保全推進計画書に設定されている。 

 

3. まとめ 

谷津干潟保全事業推進計画書に示された保全目標について、今年度の達成状況は以下の通りであった。 

今年度はゴカイ類の湿重量がこれまでの 6 年間の調査の中で 2 番目に多かった。平成 28 年の青潮の発生日数

は、暫定の整理であるが例年よりも少なかった。同様に青潮発生が少なかった平成 24 年もゴカイ類が多かったこと

から、青潮の発生日数とゴカイ類の量には関連性がある可能性がある。例年 9 月から 10 月にかけてみられていたア

オサの衰退が今年度はみられなかった。アオサが衰退しなかった要因は現時点では不明である。 

ゴカイの湿重量やアオサの腐敗臭等に関する保全目標に対し、今年度は 3 つの項目すべてで達成された。ただ

し、ゴカイ類等生物の分布が B9 に偏っており、その他の地点では非常に少なかった。個体数についても経年的に

やや減少傾向がみられる。また、硫化水素濃度の連続観測値が 0.5ppm を超えた日数については目標を達成したも

のの、昨年度より日数がやや増えていることから、今後も注意深くモニタリングする必要がある。 

 

表 4-1 保全目標の達成状況 

保全項目 指標 保全目標 平成 28 年度結果 目標達成状況 

水鳥の 

餌場 干潟の干出面積・干出時間 

・干出面積：24.0ha 

・干出時間：3.9 時間 

（H22 年（震災前）の状況） 

（未検討） - 

水鳥の 

餌生物 ゴカイ類の湿重量 
12.7g/m2 

（H23～26 年（秋季）の平均値） 

13.2g/㎡ 

（H28 年（秋季）） 
達成 

地域住民

の生活 

環境 

硫化水素濃度の連続観測値が

0.5ppm を超過した日数 

(バラ園南東側・アオサの腐敗日数) 

26 日以下 

（H26 年（5～8 月）） 

23 日 

(H28 年 4～12 月) 
達成 

住民参加モニタリング投稿の 

「くさい」「かなりくさい」の割合 

投稿件数の１%程度 

（H26 年（5～8 月）と同程度） 

投稿件数の 0.6% 

(H28 年 4～12 月) 
達成 
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平成 28 年度国指定谷津鳥獣保護区保全事業検討会 配布資料 

流路の堆積物除去工事について 

 

1.  流路の堆積物除去工事の経緯 

 背景 カルバートK4の現状確認結果 1.1

・ 国指定谷津鳥獣保護区では近年、堆積泥流出、流路の堆積物による下げ潮時の排水阻害により、干潟の干出面積・時

間が減少し、水鳥の採餌環境に悪影響を与えている。 

・ 谷津干潟保全等推進計画書（平成 27 年 5 月）（以下、推進計画書）では、水鳥の採餌環境の改善に関する対策メニ

ューとして、①堆積物除去による排水阻害の改善、②客土による地盤の嵩上げ、③ホンビノスガイ除去による堆積物

の発生抑制をあげた。 

・ 平成28年度は、上記の対策メニューのうち最も効果が高いと予測した排水阻害のボトルネックとなっている「カル

バート（K4）の堆積物除去工事」を計画していたが、カルバート構造に関する設計図の確認、現地踏査を行った結

果、構造物の機能を保持するために重要な箇所の腐食や損傷が確認されたことから、構造物の崩壊を進行させる恐れ

のある構造物内の堆積物除去工事を実施することは困難であることを確認した。 

  
 

 

 工事別プランの検討 1.2

・ 推進計画書の対策メニュー①堆積物除去による排水阻害の改善については、排水阻害のボトルネックとなっているカ

ルバート以外の場所（例えば三角干潟等）では、干潟内の堆積泥流出を促進させることなく、効果（干潟の干出面積・

干出時間の増加）を確保することは困難であると予測した。 

・ 以上のことより、対策メニュー②客土による地盤の嵩上げに関する工事のプランを検討することとした。 

・ また、将来的にカルバートの修繕が行われる際には、大量の堆積物を処分する必要性が生じることから、現時点より

堆積物の有効活用方法を検討することが重要である。これまでの検討会でも谷津干潟内の堆積物の有効活用とそれに

先立つ実証試験の必要性を提言されている。 

・ したがって、今後は貝殻の堆積が顕著な箇所の浚渫と、堆積物有効活用に資する実証試験区の造成を行うこととした。 

 

2.  平成 29年度予定工事（堆積物有効活用に資する実証試験区の造成） 

  工事の目的 2.1

① 流路の貝殻堆積の供給源となっている可能性のある箇所（K3入口周辺：将来的に崩れて流路を塞ぐ恐れがあ

る）の貝殻を除去することにより、流路内の貝殻堆積の進行速度を抑制する。 

② 今後、客土による地盤の嵩上げを行うにあたって、干潟内の堆積物を有効活用するために必要となる知見を

蓄積する。（※特に堆積物（貝殻）投入の影響評価：底質、底生生物、鳥類への影響、貝殻の性状変化） 

③ 堆積物の有効利用方法の検討（沈殿槽等による分画、貝殻の粉砕、ネットへの充填） 

 

 

 

 

国道 357 号 

Ｈ型鋼 
塩害による腐食・損傷 

現地盤 

鋼矢板 
塩害による腐食 

土圧 

土圧 

 

資料２ 

平成29年度 

工事予定箇所 

1 

 



 

  施工概要 2.2

・ 貝殻等の堆積が顕著な箇所について、堆積物を掘削し貝殻を除去する。また、除去した堆積物を将来的に地盤高が低

い箇所へ投入することを見据え、堆積物投入の影響評価を行う実証試験区を造成する。 

・ 堆積物の浚渫箇所は、貝殻の堆積が顕著なK3入口付近、実証試験区の場所は、三角干潟内に造成する 

・ 作業ヤード（沈殿槽、貝殻粉砕機等設置）は、三角干潟南東側の歩道及びヨシ原に設置する。 

・ 施工方法はH25実証試験と同様の方法とし、潜水士がポンプ浚渫し、土砂と貝殻を専用の分離機を用いて分離する。

貝殻は一部を除いて貝殻粉砕機にて粉砕する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ150 

沈殿槽 Ｔ1 沈殿槽 Ｔ2 沈殿槽 Ｔ3 

沈殿土砂 

実証実験地へ 
陸上運搬 

沈殿土砂 
実証実験地へ 
陸上運搬 

沈殿土砂 
実証実験地へ 
陸上運搬 

貝殻粉砕機 

粉砕貝殻 
実証実験地へ 

陸上運搬 

土砂沈降状況(沈殿槽) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備工 

仮設工 
・作業ヤード設置 
・送泥ホース配管 
・ポンプ台船設置 

潜水士による 
浚渫 

土砂と貝殻 
の分離 

濁水処理 

陸上運搬 

積降ろし 
実証実験地造成 

 
 

実証実験地 
木柵設置(人力) 

貝殻粉砕 

陸上運搬 

土砂 
貝殻 

繰り返し 

積込 積込 

圧送 

作
業
ヤ
ー
ド 

繰り返し 

浚渫箇所 

作業ヤード 
実証試験区 

分離機を用いて土砂と貝殻を分離する 貝殻粉砕機を用いて貝殻を粉砕する 

K3 

K4 
作業ヤード拡大図 

沈殿槽 

分離機 
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3. 実証試験の概要 

 実証試験区 3.1

・ 実証試験区は、3m×3m の区画を 4 区画造成し、以下の順番で材料を地盤高T.P.0～+0.6m の範囲で撒きなら

す。 

区画名 
1層目（最下層） 

層厚：約20cm 

2層目 

層厚：約30cm 

3層目(表層) 

層厚：約20cm 

(1)コントロール区 粗粒土 粗粒土 細粒土 

(2)粉砕貝殻20%区 粗粒土 粗粒土+粉砕貝殻20% 細粒土+粉砕貝殻20% 

(3)粉砕貝殻50%区 粗粒土 粗粒土+粉砕貝殻20% 細粒土+粉砕貝殻50% 

(4)貝殻マット区 貝殻ネット(未粉砕) 粗粒土 細粒土 

・ 実証試験区の囲い（木柵）については、施工の確実性より周囲を囲む設計とした。したがって、今回の実証試験

は、生物の変化に主眼を置き、地形の変化（泥の流出状況）は参考情報として扱うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.  モニタリング 

・ 実証試験区に対するモニタリングは、実証試験区の地形、底質（粒径分布、硫化物、強熱減量、pH）水質（pH）、

底生生物、貝殻性状に関する事前・事後調査を実施する。 

項目 モニタリング方法 時期・頻度 

地盤高 
方法 [工事前・後]・浚渫箇所、実証試験区を中心にピンポールを 25地点設置し、地盤高を測定 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回 ［工事後］毎年１回程度（H29は工事後できるだけ早い時期） 

水位 
方法 [工事前・後]谷津干潟内と三角干潟内の 2地点に水位計を設置し、連続観測（10分ピッチ）を実施 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回（約30日間） ［工事後］H29の工事後できるだけ早い時期 

流速 
方法 [工事前・後]K3カルバート後面と高瀬川内の 2箇所に電磁流速計を設置し、流速を測定 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回（約15日間） ［工事後］H29の工事後できるだけ早い時期 

底質性状 
方法 

[工事前]実証試験区近傍の１地点で 3箇所から採泥、混合して試料として粒度分布、硫化物、強

熱減量、pHを測定（1地点×1試料） 

[工事後]実証試験区内各区の１地点（計4地点）で柱状採泥し、層別の性状を記録するとともに写

真を撮影。それとは別に、実証試験区内各区の１地点（計4地点）で 3箇所から採泥、混合して試

料として粒度分布、硫化物、強熱減量、pHを測定（4地点×1試料） 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回 ［工事後］毎年１回程度（9月頃） 

底生生物 
方法 

[工事前]実証試験区近傍の１地点で3箇所から採泥し（直径10cm・深さ20cmコア採取）、混合して

1mm目の篩にかけ試料とし、種類数、個体数、湿重量を測定（1地点×1試料） 

[工事後]実証試験区内各区の１地点（計4地点）で1箇所から採泥し（直径10cm・深さ20cmコア採

取）、1mm目の篩にかけ試料とし、種類数、個体数、湿重量を測定（4地点×1試料） 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回 ［工事後］毎年１回程度（9月頃） 

貝殻性状 
方法 

[工事前・後]H28工事の浚渫土から分離した貝殻をカゴに入れ、実証試験区周辺に１箇所設置

し、定期的に湿重量測定と外観確認を実施 

時期・頻度 ［工事前］11月に１回 ［工事後］毎年１回程度（9月頃） 

地点 地盤高：25地点、水位・流速：2地点、底質性状・底生生物・貝殻性状：1地点（下図参照） 

 

  ： 浚渫候補地 
□ ： 実証試験区候補地 
● ： 地盤高測量（基準点上） 
● ： 水位観測 
▲ ： 流速（流量）観測 
◆ ： 底質性状（粒径分布、 

硫化物、強熱減量、pH） 
◇ ： 底生生物 
■ ： 貝殻性状（工事後に実施） 

粉砕貝殻 貝殻ネット 

実証試験区の囲い（木柵）仕様 

約1m 

防砂シート 

1層目：約20cm 

2層目：約30cm 

3層目：約20cm 

3m 

12 m (3m×4) 
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平成 28 年度国指定谷津鳥獣保護区保全事業検討会 配布資料 

住民参加活動（イベント・住民参加モニタリング）について 
 

1.  実施方針 

【実施方針１】参加型イベント（住民参加モニタリング等）の実施による協働の取り組みの継続と定着 

昨年度より開始した住民との協働による保全の取り組みを継続し、推進計画書において「住民」が実施者となっ

ている対策メニュー（ホンビノスガイ調査等）の定着を促すとともに、住民等が自主的に参加出来る新たな簡易モニ

タリング等に繋がるものとすることで、幅広い住民が参加できるようにする。 

【実施方針２】参加者が楽しみを感じられる企画・経験レベルに応じたプログラム検討 

参加者が自発的・持続的に参加してくれるよう、参加者が楽しみを感じる満足度が高い企画を検討する。また、幅

広い住民が参加した場合には満足する活動内容に違いがでることが想定されるため、経験レベルに応じたプログ

ラムを検討する。 

 

2.  住民参加イベント：第3回谷津干潟サポーター活動 「谷津干潟でｷﾞｮｷﾞｮｷﾞｮｯお魚調べ！」 

 

 

2.1 イベント企画 

1) 魚類調査 

行徳湿地で住民参加調査として実施されている方法に準

じ、定置網、小型定置網等を用いた魚類調査を実施した。 

イベント当日の早朝に漁具を設置し、イベント実施時に参

加者が漁具を回収した。 

2) ワークショップ 

午前中の魚類調査で採れた魚を用いて、干潟の環境の多

様性や、生物のつながりを実感してもらうためのワークショッ

プとして、魚の餌に関するクイズ、魚の解剖、胃内容物の観

察を実施した。 

 

2.2 開催日時 

平成28年10月16日（日）10：00～14：00 

 

2.3 活動場所 

谷津干潟東側谷津川合流点周辺、谷津干潟自然観察センター前浜周辺、淡水池 

 

2.4 広報内容 

 ポスター掲示（干潟周辺、谷津干潟自然観察センター、町会掲示板） 

 ホームページへの掲載（保全事業、環境省、習志野市、谷津干潟自然観察センター） 

 チラシ配布（周辺の小学校） 

 フェイスブック等の SNSへの掲載（谷津干潟自然観察センター、日本国際湿地保全連合） 

 メーリングリスト（EICネット、子供お出かけ情報サイト） 

 

2.5 参加者数 

        34人※ 

 児童：15人（低学年：10人、中学年以上：5人） 

 保護者：16人 

 一般住民：3人 

※募集期間の途中で定員に達したため募集を締め切った。募集を締め切った後に12件の問い合わせ

があった。

 

谷津干潟 

自然観察センター 

 

 

谷
津
川 

 

漁具

　　　大型定置網設置個所 A' 谷津川合流点付近

A 谷津川合流点付近

B アヒル島周辺

C 前浜

D センター前水路

E 淡水池

　　　小型定置網設置個所

地点

淡水池 

前浜 
アヒル島周辺 

谷
津
川
合
流
点
付
近 

A 

B 

C 

D 

E 

A’ 

ふにふに池  

資料３ 

魚類調査で用いた小型定置網 

汽水池 

汽水池 
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2.6 イベント結果 

1) 魚類調査 

・ 調査全体を通して9種類の魚類（その他の水生生物は4種類）が採取された。 

・ 海域の地点ではアベハゼ、淡水域ではカダヤシが優占種であった。 

・ 定置網を干潟内に長時間設置すると、漁具にアオサが引っ掛かり魚類が入りにくいため、前日から漁具を設置する

ことは出来なかった（定置網の上流側にアオサ除け（テグス）を設置したが、効果は小さかった）。 

・ 定置網等の設置式調査具では採取しにくい魚類がみられたため（ボラ等）、干潟内の魚類相を把握する目的で調査を

する場合は、投網やタモ網等の別の漁具を組み合わせることが有効であると考えられた。 

 
 

  

  

 

表 2-1 魚類調査結果 

 

2) ワークショップ 

魚の餌あてクイズ、解剖による胃内容物調査をワークショップ形式で実施した。鳥の餌や生きもののつ

ながりに関する解説については、谷津干潟自然観察センターにもご協力いただいた。 
 

  

  

（個体数）

NO. 種名 調査日
谷津川
合流点

アヒル島 前浜 汽水池 淡水池 合計

1 ニホンウナギ 事前 1 1
当日 4 4
事前 3
当日 50以上 50以上
事前 30 20 17

4 スズキ 事前 8 8
当日 4 5
事前 1
当日 6 3
事前 2 1
当日 1 9 7
事前 2 28

8 ウロハゼ 事前 1 1
9 ビリンゴ 当日 1 1
10 コウイカ類 事前 1 1

当日 6
事前 1

12 スジエビ 事前 5 5
当日 9
事前 1 18

アメリカザリガニ

2

5

7

6

11

13

3

ドジョウ

カダヤシ

ボラ

マハゼ

アベハゼ

テナガエビ

28

11

100以上

10

12

47

7

魚の餌当てクイズ 解剖による胃内容物調査 

谷津川合流点周辺での調査状況 

採取した魚類（マハゼ） 

淡水池での定置網設置状況 

採取した魚類（スズキ） 

ワークショップ形式のクイズ 鳥の餌、生きもののつながりの解説 
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3) 参加者アンケート 

イベントの参加者へのアンケートの結果を図 2-1に示す。 

イベントに参加した動機は、「谷津干潟の自然環境に関心がある」と回答した参加者が最も多かった。 

イベント満足度は、いずれの参加者も「よい」と回答した。しかし、干潟に入らず観覧のみの参加者か

ら、干潟に立ち入れなかったことが心残りであるとの意見が口頭で述べられた。 

今後取り上げてほしい内容は、「生物観察・調査」と回答した参加者が最も多かったが、「ホンビノスガ

イ・アオサの回収」や「ごみ拾い」等の保全対策と回答した参加者もみられた。 

 

 
 

 
 

図 2-1 住民参加イベント参加者アンケート 

3. 谷津干潟ユースとの連携による調査活動 

3.1 調査内容 

平成26年度からの継続的取組としてホンビノスガイの調査（生残、密度、成長、移動特性等）を実施した。 

 

3.2 開催日時 

平成28年11月27日（日）13：00～16：00 

 

3.3 活動場所 

谷津川合流点周辺 

 

3.4 参加者数 

9人 

 

3.5 調査結果 

 

  

  

 

  

習志野市内, 
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れた, 1
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参加動機
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イベントの満足度

生物観察、

調査, 11

ごみ拾い, 6

干潟の見学

会, 5

ホンビノスガ

イ、アオサの

回収, 4

ヨシ刈り, 2

今後参加したい活動

調査前の打合せ 

カゴ試験・標識放流調査 標識（ペイント）したホンビノスガイを探索 

密度・殻長分布調査 
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・ カゴ試験では全てのホンビノスガイが生残していた。最も成長していた個体の年間成長量は26mm/年であった（図 

3-1。 

・ 標識放流調査では、1年前の放流場所周辺で14個体/20個体を再捕獲し、ほとんど移動していないことを確認した。 

・ 図3-2に示すように、単位面積あたり個体数は224～368個体/m2、単位面積あたり重量は23～48kg/m2であり、谷

津干潟のホンビノスガイは、他の生息場所と比較しても非常に高密度で生息していた。 

 

 

図 3-1 放流時の殻長と年間成長量の関係            図 3-2 各コドラートの単位面積あたり個体数 

 

 

図 3-3 ヒストグラムの経年比較 

4. ウェブサイトを用いた住民参加モニタリング 

4.1 結果（平成27年4月～平成28年2月） 

1) 投稿数 

・ 期間中の投稿数は155件であった。 

              

2) におい投稿数の季節変化 

・ 「少しくさい」の投稿数割合が比較的高かった月は、5月（アオサが増加する時期）であった。 

・ 「くさい」の投稿があったのは5月のみであった。 

 

3) 地点別のにおい投稿数 

・ 「くさい」「少しくさい」の投稿数割合が比較的高い地点は「③津田沼高校前」であった。 
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※お台場海浜公園・船の科学館・船橋調査結果の出典： 

杉原奈央子（2013）東京湾湾奥部における外来種ホンビノスガイの生態に関する研究 
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お台場海浜公園：最高 111個体/m2
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5. 報告会 

5.1 実施内容 

平成28年度報告会では、「これまでの保全事業の取り組みについて」、「平成28年度実施事業の結果速報」、「自

然保護官：東・東南アジアの中での谷津干潟の取り組み」について報告した。 

5.2 開催日時 

平成28年12月18日（日）15：30～17：00 

5.3 開催場所 

谷津干潟自然観察センター レクチャールーム 

5.4 参加者数 

13人 

5.5 参加者からの意見 

質疑応答と意見交換では、質問を含め参加者の積極的な発言があった。参加者からの意見を表 5-1に示す。 

 

表 5-1 報告会における参加者の意見 

項目 内容 

保全事業への

要望 

西側で震災後に地盤が下がり、鳥類の利用できる環境が減っているので、土砂を入れるなどして、

鳥が利用できる環境に戻してほしい。 

ホンビノスガイの密度はかなり大きい。ホンビノスガイがゴカイに及ぼす影響を分析する必要がある

のではないか。 

ホソウミニナの増加が顕著である。鳥類も利用できないので、駆除等の対策は取らないのか。 

谷津干潟の 

環境に関する

情報 

三番瀬では震災後約30cm地盤が下がり、その後一部では堆積がみられるなど、干潟内で様々な

影響がある。谷津干潟でも起こっているのではないか。 

貝殻の堆積箇所で今年度ゴカイが多い結果となっている。津田沼高校で鳥類モニタリングを同じ箇

所で実施しているが、今年度は鳥類が多い結果がみられた。ゴカイの結果とリンクしている可能性

があるのではないか。 

7～8年前に三角干潟でホンビノスガイ調査を実施したが、ホンビノスガイが鉛直方向に3層くらい重

なるように生息している状況であった。ホンビノスガイの密度は三角干潟の方が多いのではない

か。 

三番瀬ではアサリが採れないため、漁業者も漁獲対象をアサリからホンビノスガイに転換している。

谷津干潟でも水産資源として利用はできないのか。 

カルバート改修

の要望 

カルバートはK3しか機能していない。今後三角干潟で土砂実験を実施するとのことだが、原因であ

るカルバート内での対策を実施しないと干潟の水はけ状況は改善しないのではないか。 

カルバートの上が遊歩道になっている箇所もあるので、利用者の安全性も早急に対応すべきでは

ないか。落盤事故等が発生すれば大きな問題となる。 

構造物はどのような状況なのか、改善する場合工法や費用はどうなるのかをきちんと検討をしてほ

しい。 

 

6. 課題と今後の方針 

今年度実施した住民参加イベント（魚類調査等）、ホンビノスガイ調査、住民参加モニタリング、報告会は次年度以

降も継続して実施する方針である。 

継続して取り組みを実施していくに際して、各活動内容に関する課題と方針を表 6-1に整理した。 

 

表 6-1 住民参加活動における課題と方針 

住民参加活動 課題 方針 

住民参加イベント 

定員に達し、受付を締め切った後に 12

件の問い合わせがあった。 

問い合わせを行った人が可能な限り参加で

きるように回数を増やすことや、環境省以外

の主体に調査を行ってもらい住民が参加す

る機会を増やすことを検討する。 

小学校低学年は安全管理のため、「前浜

干潟に入るグループ」と「谷津川合流点

にて上から観察するグループ」に分け

た。受付時に希望を聞いて班分けは行っ

たが、参加者（谷津川合流点のグルー

プ？）から干潟に入れないことが残念だ

ったとの意見があった。 

イベントの際は、なるべく全員が干潟に触れ

合えるような実施内容と実施箇所の設定を行

う。 

ホンビノスガイ 

調査 

継続的な調査を実施するための体制が

確立できていなかった。 

これまで調査に参加してくれていた谷津干

潟ユースが主体的に調査を実施することとな

った。今後は、連携を深め、調査方法、調査

結果のとりまとめ方法等について意見交換し

ながら調査を継続する。 

ウェブサイトを用いた

モニタリング 

月あたりの投稿数が少ない月がある。ま

た、限られた投稿者により投稿が行われ

ている状況となっている。 

地域の方により多く入力していただけるよう

周知方法を改善する。 

（ポスターの改善、報告会やイベントの際に

告知する等） 

報告会 

近年の参加者数が少ない。 

平成25年度第1回：12人・第2回：20人 

平成26年度第1回：31人・第2回：13人 

平成27年度：16人 

平成28年度：13人 

地域の方により多く参加いただけるよう、谷

津干潟の日フェスタ（6月）にあわせた開催を

検討する。 
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平成 28 年度国指定谷津鳥獣保護区保全事業検討会 配布資料 

平成 29 年度国指定谷津鳥獣保護区保全事業計画（予定）について 

 

１．生物等調査 

（１）底質性状調査（粒度組成、含水比、強熱減量、全硫化物） 
   ・谷津干潟内 7 地点において 1 回調査 1 地点につき 1 試料（3 箇所から採泥し混合） 
（２）底生生物調査（種類、個体数、湿重量） 

   ・谷津干潟内 7 地点において 1 回調査  １地点につき 3 試料 
 

２．アオサの分布・腐敗状況調査 

（１）硫化水素濃度連続観測 
   ・遊歩道及び干潟内の 2 カ所において、硫化水素計を設置し測定する。 
（２）アオサの堆積状況の撮影 

   ・谷津干潟自然観察センターのライブカメラを活用し、干潮時間帯の画像を収集・分析する。 
 

３．複数のカルバート状況の想定に応じた谷津干潟内のシミュレーション（新規） 

今後考えられるカルバートの状況を複数想定し、それに伴う谷津干潟への影響予測（流速の変

化、地形の変化、干出面積の変化、干出時間の変化、生物等への影響等）を行う。 
 

４．貝殻有効活用による洗掘防止材の検討・施行（新規） 

   干潟内において K3 の干潟本体側は、流れが速いことでカルバート付近の掘削が進んでいる。

そのため、貝殻をカゴに詰める等した洗掘防止材を検討し、その効果を検証する。効果の検証に

あたっては、カルバートの改修工事の際にも活用できるかもあわせて検証する。 
 

５．地域の合意形成に関して 

（１）住民参加イベントの開催 
  ・平成 28 年度に実施した魚類調査イベントを平成 29 年度も実施予定。 
  ・予算に応じてホンビノスガイ駆除に関するイベントの実施を検討する。 
（２）報告会の開催 

  ・谷津干潟の日イベント時（6 月）に開催を予定。平成 29 年度の開催時は、平成 29 年度の業

務内容の他、三角干潟浚渫工事の説明を行う予定。 
 

６．普及啓発 

（１）保全事業 HPの運用・更新 

（２）ウェブサイトを用いた住民参加モニタリングの運用 
 

７．三角干潟浚渫工事及び貝殻有効活用検討のための実証実験（新規） 

   三角干潟に堆積している土砂・貝殻等をポンプで浚渫し、土砂と貝殻を分離した後、貝殻は一

部を除いて粉砕する。また、除去した堆積物を将来的に地盤高が低い箇所へ投入することを見据

え、堆積物投入の影響評価を行う実証試験区を造成する。 
（１）三角干潟に堆積している土砂・貝殻等の浚渫工事（工事費） 

（２）貝殻有効活用検討のための実証実験地の造成（工事費） 

（３）工事施工後のモニタリングを実施 
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